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はじめに

集光 CWレーザーを照射することにより定常的非平衡開放系を構築すると μmスケー

ルでのリズム運動が生じることを我々は報告してきでいる。 [1]-[3]また水ー油相分離系にお

いて、集光レーザーを照射することにより、通常不安定と言われている μmスケールで

の相分離が誘発されることが報告されている。 [4]今回、二種類の水溶性高分子混合水溶

液系(水性二相系)において μmスケールの液滴が存在していることを顕微鏡観察(位相

差顕微鏡)により確認した。さらに波長 1064nmの集光 CWレーザーを照射し、液滴の運

動および相分離の動的な挙動を直接観察した。

実験

本研究では、水溶性高分子である PEG(polyethy lene glycol)、dextranの混合水溶液を

使用した。この溶液は LCST型の相図をもち、 PEG-richな相(上相)、 dextran-richな

相(下相)の二相に分離する。各相を位相差顕微鏡で観察し、集光 CWレーザー (YAG

レーザー:波長 1064nm)を照射した。水のレーザー光吸収による温度上昇の効果を比較

するため、 1064nmの光に対して吸高度が 2桁小さい重水溶液を用いた実験を行った。

結果

PEG-richな相の中に存在した直径10μm程度の dextran-richな液滴の近くに集光レー

ザーを照射すると、液滴は数10μm移動してレーザー焦点に集まってきて、焦点にトラッ

プされ、液滴の相界面は消滅した(図 1，A)。レーザーの照射を止めると、液滴が再び出現

した(図 1，B)。

一方、直径 10μm程度の PEG-richな液滴が存在する dextran-richな相に集光レー

ザーを照射すると、液滴は数10μm移動してレーザー焦点に集まり、次いで液滴のサイ
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図 1:(A)集光レーザー(波長 1064nm)照射下で界面が消滅する dextran-richな液滴.(B) 

レーザー照射を止めた時に出現する dextran-richな液滴.(C)集光レーザー(波長1064nm)

照射下で消滅する PEG-richな液滴.

ズ、が小さくなり消滅した(図 1，C)。そしてその後、レーザーの照射を止めても、液滴は出

現しなかった。

重水溶液を用いた実験においては、 dextran-richな液滴も PEG-richな液滴もレーザー

焦点に集まってこなかったが、レーザー照射下で液滴は消滅した。このことから、液滴が

レーザー焦点から数10μmの距離からレーザー焦点に集まってくるのは温度上昇の効果

であり、その一方で液滴が消滅するのはレーザー場の効果であることが明らかとなった。
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